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ＧＰＳ観測による神津島・式根島・新島における水平地殻変動とその圧力源の推

定
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伊豆諸島の神津島・式根島・新島におけるＧＰＳ観測ではプレート収束運動と大きく異なる地殻水平変動ベク
トルが求まっている．しかも，変動量は大きく，たとえば神津島内だけでも年間２ｃｍを超える島内変形が観測
されている．そこで，ＧＰＳ観測から求まっている水平変動ベクトルより球状圧力源を仮定し，その位置と規模
をいわゆる茂木モデルで推定した．その結果，神津島・式根島・新島における水平地殻変動を一つの圧力源で説
明することは困難で，神津島の北島岸にひとつ，式根島・新島間にひとつの圧力源を想定することにより，これ
らの地殻水平変動と神津港の潮位観測から推定される神津島隆起の地殻変動が説明可能となった．

伊豆諸島におけるＧＰＳ観測は神津島・式根島・新島においてプレート収束運動と大きく異なる地殻水平変
動ベクトルが進行していることを明らかにした．そして，神津島島内におけるＧＰＳ観測から年間２ｃｍを超え
る島内変形が観測されている（木股・他，１９９９，火山４４，印刷中）．これは，大島や三宅島といった火山活
動が活発と考えられる島々における変動より大きな変動量にあたる．

神津島と新島では最新の噴火活動でも他の伊豆諸島の噴火と比較し古く約１０００年前と考えられる．しか
し，その噴火規模は他の伊豆諸島よりも大規模だったと考えられている．

また，気象庁や防災科学研究所，東京大学地震研究所による地震観測でも，神津島・新島周辺域は最近１０
年間に最大Ｍ５クラスの地震を含む顕著な群発地震が発生し，伊豆諸島でもっとも地震活動が活発な地域である．
これらの群発地震は新島の西岸から神津島北島岸に分布する．しかし，１９９５年には神津島とその南西に位置
する銭州岩礁の間でもＭ５の地震が発生し，神津島島内で被害が生じている．

筆者らは１９９８年合同学会以降，１９９８年８月に神津島島内で繰り返しＧＰＳ観測を実施し，新たに神
津島北東岸での水平変動を観測した．また，国土地理院による式根島におけるＧＰＳ観測も１年が経過した．そ
こで，ＧＰＳ観測から求まっている水平変動ベクトルより圧力源を推定した．

新島・式根島・神津島におけるＧＰＳ観測から水平変動ベクトルが求まっているが，その観測点配置は北
東－南西方向に限定され，現状では圧力源の形状まで推定するデータが不足すると考え，球状圧力源を仮定し，
その位置と規模をいわゆる茂木モデルで推定した．

そして，水平変動ベクトルとして，国土地理院連続観測点である神津島・式根島・新島の各観測点において，
１９９８年１年間のユーラシアプレート安定部に対する変動ベクトルから，小竹・他（１９９８，地震，５１）
によるプレートモデルから推測される各観測点におけるプレート収束運動を減じ，局所的な水平変動ベクトルを
計算した．そして，神津島地理院観測点におけるローカルな水平変動から神津島島内の観測点のローカルな変動
を計算した．期間は１９９７年７月から１９９８年８月の約１年間である．

その結果，神津島島内から新島における水平変動を説明する圧力源の位置として，神津島東北岸の沖合い１
ｋｍ，深さ５．５ｋｍが求まる．この圧力源位置で神津島島内における水平変動を説明できるが，式根島では観
測された水平変動ベクトルは南西へ１０ｍｍ／ｙｒに対し，北東方向に１０ｍｍ／ｙｒが推定され，２０ｍｍ／
ｙｒに達する残さが生じる．また，ＧＰＳ観測で観測されている神津島・新島間でのの２５ｍｍ／ｙｒの伸張の
辺長変化も計算値では１０ｍｍ／ｙｒと説明できない．

そこで，第二の圧力源を想定し，その位置を推定すると新島・式根島間の海峡に求まった．深さは２ｋｍ，
そして規模は第一の圧力源の１／４である．この圧力源は神津島島内の観測点に対し，水平変動ベクトルにして
１－２ｍｍ／ｙｒしか影響しない．

今回推定した圧力源から，神津港における上下変動は１６ｍｍ／ｙｒと計算される．一方，潮位観測から推
定される神津港の上下変動は最近２０年間に６０ｃｍ，３ｃｍ／ｙｒである（国土地理院，１９９５，予知連絡
会会報，５５）．

東京大学地震研究所（１９９８，１９９９，予知連会報，５９，６０，６１）によれば，１９９７年７月－
１９９８年８月間の地震活動は神津島から新島にかけて群発地震が発生していた．とりわけ，１９９７年８月に
神津島北島沖で１０ｋｍ以浅に，同年１０月に式根島近傍で７ｋｍ以浅に，１９９８年６月に式根島で５ｋｍ以



浅に顕著な群発地震が観測されている．これらの群発地震震源域は今回推定した球状圧力源の位置とよく対応す
る．


